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数，好酸球数，尿ワロピリノーゲンを駆虫前，及び駆
虫後 5週迄  1週毎lこ検査し，又 BSPを駆虫前，及
ぴ駆虫後 5週目 IL，便潜血反応を駆虫前，及び駆虫
後 1週自に施行した。鈎虫症患者は高令者に多く，
又男、 56.0%，女 44.1% IL貧血者を認め，主訴は，胃
不快感，息切れ，肱震が主なものである。貧血の回
復は造血剤使用群には著明であるが，使用しないも
のには著明でない。叉尿ウロピリノーゲン異常陽性
者は 44.9%で駆虫後は，その 3.8% IL:減少し，叉使
潜血反応は 60.2%に認め，駆虫後はその  87.1%が
陰性化した。
又 BSPは全体の 14.3%I乙異常を認め，駆虫後は
全て異常を認めなかった。叉尿ウロピリノーゲン陽
性は貧血高度のものに多い。叉好酸球は平均 12.8%
を示し，駆虫後 4週自に正常lと復した。叉白血球数も
駆虫後次錆lヒ減少し?こ。治療せぬ場合は貧血が比較
的長期間続き，叉貧血児は出血が相当関係があるこ
と，更に鈎虫症には軽度の肝障害も認められること
‘等を結論した。 
5. 急性腎炎の統計的観察
石塚正治，片山一郎
大久保哲夫，近藤 武
(上都賀病院)
昭和 31年より 34年迄の急性腎炎入院患者 104例
につき観察し，以下の知見を得た。 
1.春秋， 20才以下に多発し， 10才以下では女児
多かった。
2. 15才以下の 87%に先行疾患を認め，その疾患
の約 56%は感冒を中心とする上気道感染次で膿皮
症であり，該疾患後多くは 2週以内に腎炎を発症す
る。叉第  1次，第  2次の先行疾患を有する  9例あ
り，第 1次と第 2次の間隔は 2週以内，第 2次後腎
炎発症迄の間隔は殆どの例が 1週以内であった。 
3.小児腹痛の際は腎炎をも疑うべきである。 
4.約 70%は治癒及び略治， 5%前後が慢性化し
腎炎発症後入院迄短期の例程予後可良，又  10才以
下は 1才以上に比し比較的予後不良，入院時高度
蛋白尿，高度腎機能障害ある例，脈圧  40以下の例
は予後比較的悪き事を認めた。 
6. 急性薬物中毒の臨状的観察
安井成美，渡辺国太郎
(国立千葉病院)
催眠剤  90例，猫いらず  4例， 重クロム酸加里，
塩酸，硝酸，苛性曹達， 昇末各  1例，計  99例の急、
性薬物中毒を経験し，各種検査を施行し以下の結論
を得た。
催眠剤中毒:各種肝機能検査に依り肝の分泌及び
排世機能，蛋白代謝機能障害を認め，軽度ながら調
漫性の肝実質障害が高率に惹起せられる事を臨床的
に証明した。叉心電図に於いて  ST降下， P~Q 
時間延長を認めたが，いづれも一過性変化と認めら
れる。叉髄液圧上昇は主として循環障害に依るもの
と思われる。
燐中毒では主として肝障害を，重クロム酸加里及
び昇末中毒では著明な腎障害を認め，腐蝕毒中毒で
は酸よりアルカリに後遺症の大なる事を知った。
7. 某工場に於けるパラニトロクロールベンゾー
ル中毒の臨康的観察
秋田 茂(社会保険船橋病院)
某工場従業員の多数民パラニトロクロールベンゾ
ールに依ると思われる中毒性貧血を認め，以下の如
く，主として血液学的観察を行った。
慢性中毒を示す十数例で未梢血液像は，網赤血球
著増，白血球数多数例増加を伴う中等度貧血を示す
が，ハインツ小体は認められなかった。亦，食塩水
抵抗柏
ピンの増加が見られ7たこ。骨髄は増殖像を呈し，特iζ
多染性赤芽球並び l乙幼若頼粒球系 l乙著しt'o肝機能
検査では，一部lζ軽度の障害を認め，肝生検でも若
干の変化を認めた。 
尚，血清蛋白分屑の右方移動，一日の赤血球及び
血色素生産量並びに崩壊量の著増と，尿ウロピリノ
ーゲン，コプロポルフィリン陽性等を認めた。
以上，溶血性貧血像を主とした工業中毒lζ就て検
討し，今後の治療，対策l乙種々の示唆を受けた事を
報告する。 
8. 炎症性疾患に於ける血清ムコ蛋自の変動につ
いて(第 1報)
一井 正(社会保険船橋病院)
結核症その他の急性及び慢性感染症，腎疾患，肝
疾患等炎症性疾患に就いて，血清ムコ蛋白糖質，蛋
白結合総糖質， i慮紙電気泳動法による血清蛋白結合
糖質分劃を測定し，血沈値，白血球数，血清蛋自分
劃，血撲鉄値，血奨銅値と比較検討した。
血清ムコ蛋白量は，急J性炎症，活動性結核症では
著明に増加し，慢性及び非活動性結核では正常に近
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いf直を示す。血清蛋白結合総糖質も同様の変化を示
す。糖蛋白分劃は，急性及び活動性結核に於て，著
しい a-G位糖質の増加を示す。 ムコ蛋白糖質と血
沈値，白血球数，血清蛋白 α-G，血奨鉄値，血繋銅
値との間には相関関係が認められる。
以上のことから，血清ムコ蛋白糖質，血清蛋白結
合総糖質は，炎症性疾患の動態を臨床的に把握する
有力な手段のーっと考えられる。 
9. 炎症1 '生疾患における血柴銅鉄について(第 1
報)
管内での生豚阻虫への作用は Ficin，Papain程強
烈ではないが， 500 mgj200ml改変ロック液で24時
間後にその正規前進運動は見られなくなり， 72時間
で死に角皮は膨化し頭部筋肉層が崩れた像が見られ
Tこ。 
12. 高濃度珪酸珪肺の進展過程
野島 清(足尾鉱業所附属病院)
珪肺の進展過程は吸入粉塵の珪酸濃度，吸入量及 
び吸入期聞によって異なる。一般に高濃度珪酸粉塵
吸入の珪肺の結節は主に粗粒型であり，低濃度珪酸
田辺邦彦(社保船橋病院) 粉塵吸入の珪肺の結節は主に細粒型である。叉高濃
炎症性疾患に於て血疑鉄減少，血紫銅増加は既知
の現象であるがその臨床的意義を探ろうとし次の観
察を行った。血紫鉄はフェナンスロリン法，血禁銅
はカノレパマート法によった。
検査成績正常人鉄値 (r%)合 120ム♀ 110.0
銅値 (r%)119ふ急性炎症 21例で鉄値 48ム銅値 
170.0， 結核症 71例で鉄銅 72.0銅値 170.8，慢性副
鼻腔炎 10例で鉄値 83.2銅値 123.6であり，鉄と銅
とは負の相関を示し鉄鋼の変化従って銅鉄比は炎症
の激しい疾患群でより大であった。叉発熱，血沈，
白血球数等炎症の活動性の指標と鉄銅値の相関が見
られた。貧血と鉄銅との関係は明らかでなく血清蛋
白では AI，r-G1，AjG比等との相関が見られた。
治療による鉄銅値の推移は結核症で化学療法による
正常への快復傾向が見られた。
以上より血紫鉄鋼測定は炎症の病態を知る上に臨
床的意義あるものと認めた。 
10. 放線菌二63株の産生する姻虫角皮溶解性物
質に就いての研究
北川浩正(社会保険船橋病院)
畑虫駆除薬の中で植物性酵素K抵抗性が弱いと言
われる姻虫角皮を溶かす事を狙いとした駆虫薬には 
Ficin，Nematolyt等があるが，下等植物に属する
細菌の産生する酵素にも姻虫角皮溶解性物質がある
のではないかとの想定の下IL，土壌より釣菌した 
320株の放線菌の invitro screaning-testを行い
ニ63株を得た。本菌株の性状並びl乙産生有効物質
の抽出，マウスに対する毒性，豚姻虫iと対する態度
を調べた。即ちニ63株産生有効物質を抽出により
褐色粗粉末として得， その 10mgjml Bouillon稀
釈液は 64倍までコッホ減菌した豚姻虫角皮を in 
Vitroで溶解した。叉 Darmを模したガラス U字
度珪酸粉塵吸入の場合吸入度が高く，吸入期聞が長
ければ主に三型粗粒型lζなり，吸入期聞が短かけれ
ば主に二型中，粗粒型となる。叉吸入度が低く，吸
入期聞が長ければ二三型，細中粒型になり，吸入期
間が短かければー，二型細粒型となる。しかして高
濃度濃厚珪塵長期吸入の珪肺は大塊状影を形成する
典型的珪肺として知られているが，その進展過程を 
X線学的に観て，結節形成と融合性の二者から考慮
し，前半を結節期，後半を融合期と大別し，更に前
駆期，結節初期，結節中期，結節後期，及び融合初
期，融合中期，融合後期，融合末期とに細分し，乙
れをX線型，結節の大きさ，その肺野分布状態，肺
門変化の程度，融合機転の進展度，萎縮の程度，肺
気腫の程度，周辺臓器の変化程度及び血管の雨線状
化等から規定して見たが，珪肺の進展度，病期を示
すのに便利であり，結核の鑑別lζ有意義であると考
えられるのでこれについて述べる。
高濃度珪酸珪肺の病期分類試案
1.前駆期結節様陰影を含む肺紋理の中下野
に於ける増強。肺門影の軽度増大 
2.結節初期 細粒型乃至中粒型結節の中下野氏
於ける出現。肺門影の軽度乃至高
度増大。 
3.結節中期 各型結節の略全肺野氏平等なる粗
或は密な分布。肺門影の軽度乃至
高度増大。末梢血管影の消失。 
4.結節後期 各型結節の上中野氏優勢なる粗或
は密な分布。肺門影の軽度乃至高
度増大。肺気腫傾向の出現。 
5.融合初期 初期融合像の出現。肺門影の軽度
転位。肺気腫の軽度進展。 
6.融合中期大融合像の形成。肺門影の中等度
転位。肺気腫の中等度進展。 
7.融合後期大塊状影の形成。肺門影の高度転
位。肺気腫の高度進展胞状化。結
